（R07　教育合同　本部）

項目１（２４）

〇精神疾患を含む心身の故障のため、長期の休業を要する場合は休職を発令している。

○今後も療養が必要であり、勤務することが困難であると認められる場合には、適切に対応を行ってまいる。

項目１（２６）④

○ 府教委では、妊娠・育児に伴う休暇・休業取得に係る代替制度に加え、体育実技軽減など、学校特有の事情に即した人的措置を講じているところであり、部分休業等については、制度における休業時間や取得状況などを踏まえ、代替措置は困難である。

項目１（３０）

○ 人事異動については、交流を希望する教員について、相互の人事の状況を踏まえて協議を進めてきたところであり、引き続き、適切に対処してまいる。

○ 労働条件に変更がある場合については、府教育員会より人事交流の希望者に対して適切に情報提供・意思確認を行ってまいる。

項目３（２０）４（２４）

○ 任用にかかわるご要求については、管理運営事項であるので、回答できないことをご了承賜りたい。

○ 欠員の解消に向けて、講師人材の確保に努めるとともに、教員採用選考における取組みなどもあわせて、総合的に進めてまいる。

項目５（１９）

○ 同じ障がい種別８人までを１学級とする支援学級の編制基準の見直しについて、引き続き国に対して要望してまいる。

○ 障がいのある児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに最も的確に応える指導を提供できるよう、市町村教育委員会と連携してまいる。

○ 教職員定数については、国において措置される定数を最大限確保し、各学校が抱える教育課題に対し、重点的・効果的な教職員の配置に努めてまいる。

項目５（３５）④

〇　学校特色枠は、生徒の個性や可能性を引き出すととともに、より各校の特色と受験生の興味関心とが合致する選抜制度とするため、一般選抜全日制の課程（エンパワメントスクール、ステップスクールを除く。）において、新たに合格者決定の第１手順として設定する。各学校の学校特色枠の設定にあたっては、求める生徒像や選抜資料、募集割合について各校で作成し、教育委員会と協議のうえ決定することとしている。

項目５（３８）

〇　管理運営事項のため回答できない。

